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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．ＣＯ２排出量の削減（電力・化石燃料消費量の削減)

３ ．廃棄物の排出削減、再使用、再生利用の推進

４ ．水資源の節約

５ ．食品リサイクル100％の堅持

６ ．洗浄剤や殺菌剤など適正管理に努めます。

７ ．製品及びサービスの環境配慮

８ ．地球環境活動等（SDGs活動）の積極的参画

　㈱京都庵は、松田食品グループとして、深刻化する地球環境問題を考えSDGｓ活動を取り
入れ、自主的かつ積極的な活動を展開します。企業が果たすべき役割の重要性を会社全体
で考え、100年企業を目指すべく京都庵プロジェクト（KP100）として取組み、社会貢献に
努めて参ります。

環境経営方針

制定日：

2022年11月29日

2007年10月1日

改定日：

代表取締役社長

　今期は、本社工場との2工場体制の下で業務拡大を図り、更なる発展を目指して行く所存です。
こうした中、私達は常に地域の自然との調和や環境保全の推進に最大限の努力を注ぎながら事業展開をして参りま
す。　　又、食品製造に携わる者の一員として、製品の品質と安全の確保、環境保全の推進に一層の努力をし、お
客様に「美味しく・健康・安全・安心」の信頼を頂く”もの造り”を目指して参ります。
今後は、『京都庵ブランド』の市販化を始めていきます。
そして、環境保全に関しては、エコアクション21等の取り組みによる継続的な改善に努めて参ります。



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社　京都庵
代表取締役社長　松田　清克

（２） 所在地
本　　社 京都府福知山市三和町下川合37番地の4
篠山工場 兵庫県丹波篠山市大山新34

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 生産本部　部長　藤澤　克至　 TEL：0773-58-3366
担当者 生産運営課 　井平　茂樹　　 FAX：0773-58-3766

（４） 事業内容

大豆加工品及び惣菜の製造

（５） 事業の規模
売上高 億円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　京都庵
対象事業所： 本　　社

篠山工場
活動： 大豆加工品及び惣菜の製造

□事業や製品（商品）の紹介

2,200 6,351 8,551

2022年11月29日

180 70 250

23
本　　社 篠山工場 合計



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

常務

品質管理課

情報システム課 管理部

本社工場 篠山工場

設備課 設備課 開発課 品質管理課

環境推進委員会
 環境管理責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2課

防虫対策委員会

FSSC事務局1課

社長 松田　清克

海外事業部

生産部

梶川　尋正
原　裕之取締役

部長 藤澤　克至

食品安全委員会 安全推進委員会

2課 業務課 1課

専務 松田　憲嗣

品質管理係

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

代表者

 ・環境管理責任者の補佐、環境管理責任者の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

役割・責任・権限

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営レポートの承認

環境事務局

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

内部監査チーム

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

 環境管理責任者

部門長

2022年11月29日

・環境経営に関する統括責任



□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

㎏
㎏

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

✕

✕

✕

〇

〇

✕

✕

✕
✕

✕

〇
〇
✕

総排水量

（実績）

100%

289,614

33,480

（目標）

評
価

基準年度比 2018年 98% 95% 96%

自主目標

475,191

100%

0.309

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

　一般廃棄物排出量 39,700 37,590
　産業廃棄物排出量 1,504,440

一般廃棄物の削減
kg 0 0

0 0

0.273

LPGガスによる二酸化炭
素削減

257,986

95%
原単位 ㎥/百万円 0.288 0.282

0 0
0

廃棄物排出量

0.257 0.276

4,117,290 4,606,724 4,075,701

kg-CO2 271,564 266,133 366,540 260,702

10,606 10,394

1,312 1054.274 1043.516

0

（基準年)

100%
100%

ｋｇ

　再生利用以外の量
　廃棄物処理量

％

520,032

241,486

120

2021年

二酸化炭素総排出量 6,017,301 6,051,604
項　目

6,440,815
2019年 2020年

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 4,158,878
基準年度比

原単位 ㎥/百万円

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

基準年度比

重油による二酸化炭素
削減

　発生量
　発生抑制量
　再生利用量
　熱回収量
　減量量

食品再資源化実施率

食品廃棄物

278,426

基準年度比 2018年
廃プラの削減 kg 1,730

基準年度比 2018年

基準年度比

化学物質の適正管理

食リ法目標

環境に配慮した生産活
動

行動目標

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向上

水道水の削減 ㎥ 148,467
97%2018年 99% 146%

80%

67,638

136% 97% 96%

103,617 68,342

74,251

1,425,256 1,410,712
101% 98% 97%

265,701

1,438,520 1,535,560

（目標）

0
251,632

0
223,439

43,030 56,944 55,435

0

2022年 2023年

23,913
0
0

0
120

100%

2018年 99% 116%

3,134,616 2,650,445kg-CO2 2,704,536

基準値 2021年

1,454,342 1,439,799 1,472,108
2018年 99%

2,677,491

（目標）

原単位 kWh/百万円 1,994

146,982

95%

145,498

99%

2,623,400
基準年度比

1815.995

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 70,456 69,047

54,510 53,420

144,013

2018年 98%

93%

1,076 1,065

216,038

4,034,112

1,872 1,853 1834.717

0

98% 97%

10,024

90%

97%
70%

1,600 1,384
93% 0%

1,557 1,211
80%90% 139%

98%

行動目標



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2021年

LPGガスによる二酸化炭素削減

2018年

2021年

重油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2021年

7月 8月 9月

数値目標

5月 6月

13,985 16,047
10,027 11,051 11,622 12,783 13,861 13,8618,244 8,569 10,031 10,790

13,192 15,040

10月 11月 12月 1月 2月
9,909

14,84914,594 13,346 16,286 14,719

・蒸気・温水配管の保温修理 △
・温水温度の適正化 ×
・生産の効率化 0
・ 0

3月

14,202 14,794 15,196

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
0% 本社工場・篠山工場共に、生産量増加が原因です。本社工場では

おからパウダーの生産増加が原因です。特に篠山工場ではメイン
のエネルギーなので、生産時間を含めて、効率化を目指します。

12,038

○

4月

392,958 366,192 340,091
379,856

④不要時の消灯徹底 ○

404,979 387,467
12月11月 3月2月

△
③機器の空運転防止

123,000118,300 103,000 103,500

5月

125,123132,123 139,513123,615
117,000

10月 11月 12月 1月 2月
95,500 83,300

123,611 117,463
103,900 117,800

118,300
112,000

数値目標 ✕ 目標達成が出来ませんでした。今後は生産の効率化を進めて電
力使用量の削減を進めていきます。又、会社一丸となって節電意
識の更なる向上を目指します。②設備故障の低減　・歩留まり向上

⑤空調管理（夏26℃以上、冬24℃以下） ○

①生産の効率化 △

達成状況

4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

5月

✕

368,758
386,802397,670

9月8月7月6月4月1月

生産量増加が原因です。今後は、稼働日を含めて生産の効率化
を考えて行きます。

426,077 419,842 438,884

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

441,226 449,833 447,026339,027 441,226
365,000 361,108

86,100 106,100
6月 7月 8月 9月

403,534

108,300103,000 103,000
134,813

3月

○
②運転時間管理（有効稼動） ○
③適正燃焼管理 ○

129,000

359,612
397,194 387,608

10月

400,529

①ボイラーの効率稼動

④生産効率（故障低減、歩留り向上） ○

数値目標

0

200,000

400,000

600,000

10
月

11
月
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月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2018年 2021年
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水道水の削減

取組紹介欄

2018年

2021年

化学物質の適正管理

11,126 10,273

達成状況

2月12月

○
②水配管等、水路の破損防止、保全

0

・代替物質の検討 △

0

・リスクアセスメントの実施 ○ 従業員教育が出来ていたが、代替物質の検討が不充分でした

11,511

達成状況

11,260 13,374
17,482

0

①水漏れ、無駄使いの排除
○

10月

・有害性物質の表示の徹底 ○
・従業員教育 ○

19,152 19,823 18,858 17,47820,101

11月 1月

0

14,544 14,411 11,266

数値目標

6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組結果とその評価、次年度の取組計画

18,720 17,901 17,555
12,972 11,942

7月 8月
12,702 13,086

4月 5月3月 9月

16,073 16,341 16,554

✕ 基準年対比146％。本社工場・篠山工場とも生産量増加が及び稼
働日増加が大きな要因。生産の効率化を考えて、節水意識を高め
て行きます。又、冬場の水道管の破裂対策を強化していきます。

0

10,000

20,000

30,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2018年 2021年



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機、冷凍機、クーリングタワー

浄化槽

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： 手順書確認

■評価： 問題なし 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■実施内容： 避難訓練

■評価： 問題なし 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

2022年8月20日

西田・岡・今井・森・井平・水谷・桧木・藤田・伊東・諏訪・福家・山本・門・小牧・田
中・アン・リンダ・高田・高橋・安西

本社工場

家電リサイクル法 テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機、乾燥機
容器包装

ボイラー
公共井戸取締条例

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2022年5月20日 篠山工場

全従業員

一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃油等）廃棄物処理法
適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

食品廃棄物

井戸

省エネ法 第二種エネルギー管理指定工場

避難訓練

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

煮湯設備、洗浄設備

浄化槽法

食品リサイクル法

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

容器包装リサイクル法

空気圧縮機

業務用空調機、冷凍庫、冷蔵庫、スポットクーラー、エアードライヤー、冷水機

大気汚染防止法

重油地下タンク、植物油保管・取扱い



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 □ 変更なし ☑ 変更あり ガイドライン2017年度版に伴い一部変更
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

◇工場内に水量計を取り付け、水漏れ等の早期発見を可能とする。
◇使用した水を回収し、清掃作業に利用しています。
◇余剰オカラを微粉砕し、パウダー状の健康志向オカラの開発
◇焼却炉の熱で温水を作り、ボイラーに利用（重油の節約）
◇廃油を再利用し、清掃用石鹸に転用
◇豆腐生地耳の再利用
◇ホエーの再利用
◇規格外の揚げをきざみ揚げとして活用

*環境方針
環境方針は改訂しないが、第31期も各目標達成に向けて、積極的な活動の推進をされたい。
*環境目標・計画
第29期の環境活動も環境推進室を中心に各部署における活動計画の推進を着実に実施されたい。活動状況については、毎
月の定例会にて各部署の報告を聞くが、出来る限り数値化した取り組み報告に努められたい。目標変更等の必要性が生じれ
ば、適時変更の指示をする。　篠山工場稼働が始まったので、全体的に目標達成は出来なかったが、第29期は、篠山工場を
含めての目標達成を目指したい。
* 実施体制
本社工場及び篠山工場での環境保全活動が確立され、確実な活動推進が行えるように計画を進められたい。

2022年11月29日


